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そ
の
中
に
一
筋
の
滝
が
あ
る
。
ア
イ
ヌ
民
族
は
舟
で
こ
こ
を
下
る
際

に
は
、
必
ず
こ
こ
へ
矢
を
一
本
ず
つ
射
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
上
る
時

に
は
必
ず
こ
こ
に
木
幣(

イ
ナ
ウ
）
を
削
っ
て
立
て
置
く
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
志
与
古
津
日
誌
』
よ
り
）

　
出
発
の
際
、
私
が
今
回
山
の
中
で
笠
を
な
く
し
た
こ
と
を
、
イ
ホ
レ

サ
ン
は
深
く
憐
れ
ん
で
、
自
分
で
作
っ
た
キ
ナ
笠
を
一
枚
く
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
志
与
古
津
日
誌
』
よ
り
）

　
ウ
エ
ン
ノ
ツ
と
い
う
村
に
は
人
家
が
四
軒
あ
る
。
一
軒
は
一
人
暮
ら
し

だ
っ
た
が
、
宗
谷(

場
所)

に
や
ら
れ
、
二
軒
目
は
六
十
過
ぎ
の
老
夫
婦
と

息
子
が
い
た
が
、
息
子
た
ち
は
宗
谷
に
や
ら
れ
、
家
に
は
五
、
六
才
の

女
の
子
と
病
身
の
妻
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
近
世
蝦
夷
人
物
誌
』
よ
り
）
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１
、
松
浦
武
四
郎
の
生
涯

　

松
浦
武
四
郎
は
、
文
化
1
5 （
1
8
1
8
）
年
２
月
６
日
、
伊

勢
国
一
志
郡
須
川
村
（
現
・
三
重
県
松
阪
市
小
野
江
町
）
の
郷
士
・

松
浦
家
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
旅
に
あ

こ
が
れ
、
青
年
期
に
は
北
は
東
北
地
方
か
ら
南
は
東
北
地
方
か
ら

南
は
九
州
地
方
ま
で
、
日
本
中
を
旅
し
て
回
り
ま
し
た
。

　

長
崎
に
滞
在
し
て
い
た
2
6
才
の
頃
、
長
崎
の
町
名
主
か
ら
ロ

シ
ア
が
日
本
へ
南
下
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
を
聞

き
、「
蝦
夷
地
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
北
海
道
に
強
い
関
心
を
抱
き

ま
す
。
そ
し
て
弘
化
２
（
1
8
4
5
）
年
か
ら
安
政
５

（
1
8
5
8
）
年
に
か
け
て
、
一
介
の
志
士
と
し
て
３
回
、
幕
府

に
雇
わ
れ
た
身
分
で
３
回
、
都
合
６
回
に
わ
た
っ
て
蝦
夷
地
を
踏

査
し
、
多
数
の
紀
行
文
や
地
図
を
ま
と
め
、
蝦
夷
地
の
実
情
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
踏
査
に
あ
た
っ
て
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
助
け
を
借
り
、
彼

ら
と
交
流
す
る
中
で
、
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
彼
ら
を

悲
惨
な
状
態
に
追
い
や
っ
た
場
所
請
負
制
や
松
前
藩
を
強
く
批
判

し
ま
す
。
明
治
維
新
後
、
新
政
府
は
、
蝦
夷
地
の
「
開
拓
」
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
、
蝦
夷
地
に
関
す
る
知
識
の
第
一
人
者
で
あ
っ

た
武
四
郎
に
期
待
し
、
役
人
と
し
て
登
用
し
ま
す
。
そ
し
て
明
治

２
（
1
8
6
9
）
年
、武
四
郎
の
提
案
を
ふ
ま
え
、蝦
夷
地
を
「
北

海
道
」
と
改
称
し
、道
内
に
、例
え
ば
「
北
見
国
紋
別
郡
」
と
い
っ

た
国
や
郡
を
置
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
武
四
郎
は
、
新
政
府
の
下
で
も
、
江
戸
時
代
に
ア
イ

ヌ
民
族
を
苦
し
め
て
い
た
場
所
請
負
制
の
悪
癖
が
一
掃
さ
れ
な
い

こ
と
に
失
望
し
て
、
明
治
3
（
1
8
7
0
）
年
、
辞
表
を
提
出
し
、

職
を
辞
し
ま
し
た
。
た
だ
、
旺
盛
な
好
奇
心
や
探
究
心
は
衰
え

る
こ
と
な
く
、
趣
味
人
と
し
て
、
ま
た
、
旅
人
と
し
て
の
晩
年

を
送
り
、
明
治
2
1
（
1
8
8
8
）
年
2
月
1
0
日
、
東
京
の

自
宅
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
に
は
生
誕

2
0
0
年
を
迎
え
ま
す
。

４
、
武
四
郎
と
ア
イ
ヌ
民
族

　

武
四
郎
は
、
道
案
内
人
と
し
て
ア
イ
ヌ
民
族
の
協
力
を
得
て
、

彼
ら
と
寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
蝦
夷
地
踏
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
、
神
を
敬
い
、
素
直
で
心
の
優
し

い
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、そ
の
性
格
を
愛
す
る
と
と
も
に
、

彼
ら
が
極
め
て
悲
惨
な
生
活
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
追
い
や
っ

た
場
所
請
負
商
人
や
、
現
地
の
支
配
人
・
番
人
た
ち
の
非
法
、
松

前
藩
の
圧
政
に
厳
し
い
批
判
の
目
を
向
け
る
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
に
心
を
寄
せ
る
武
四
郎
の
姿
勢
は
、『
近
世
蝦
夷

人
物
誌
』
や
、
数
多
く
の
蝦
夷
日
誌
の
中
に
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

武
四
郎
が
提
案
し
た
「
北
加
伊
道
」
の
「
加
伊
」
は
、
ア
イ
ヌ

語
で
ア
イ
ヌ
民
族
を
さ
す
「
カ
イ
」
に
漢
字
を
あ
て
た
も
の
で
し

た
。
北
海
道
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
大
地
で
あ
る
、
と
い
う
武
四
郎
の

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
　

３
、「
蝦
夷
地
」
か
ら
「
北
海
道
」
へ　

　
　
　
　

   

～
開
拓
判
官
と
北
海
道
の
「
命
名
」
～

　

慶
応
４
（
1
8
6
8
）
年
、
閏
４
月
、
武
四
郎
は
大
久
保
利
通

の
推
挙
も
あ
り
、
新
政
府
か
ら
徴
志
士
箱
館
府
判
府
事
を
命
ぜ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
２
（
1
8
6
9
）
年
６
月
に
は
蝦
夷

開
拓
御
用
掛
を
、
さ
ら
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
開
拓
使
で
は
開
拓

判
官
と
い
う
重
役
を
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。

　

武
四
郎
が
担
っ
た
仕
事
の
中
に
、
蝦
夷
地
に
変
わ
る
新
し
い
名

称
の
選
定
と
国
郡
の
設
定
が
あ
り
ま
し
た
。
新
政
府
は
「
五
畿
七

道
」
や
国
郡
制
を
、
江
戸
時
代
ま
で
は
形
式
上
〝
異
域
〟
と
さ
れ

て
い
た
蝦
夷
地
に
適
用
し
、
国
内
外
に
向
け
て
蝦
夷
地
が
日
本
の

領
土
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
武
四
郎
が
提

出
し
た
原
案
は
、「
日
高
見
道
」「
北
加
伊
道
」「
海
北
道
」「
海
島

道
」「
東
北
道
」「
千
島
道
」
の
６
つ
で
し
た
が
、
こ
の
中
の
「
北

加
伊
道
」
が
採
用
さ
れ
て
「
北
海
道
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
道
内
に
は
渡
島
、
後
志
、
石
狩
、
手
塩
、
北
見
、
胆
振
、
日

高
、
十
勝
、
釧
路
、
根
室
、
千
島
の
1
1
国
と
紋
別
、
常
呂
、
網

走
、
斜
里
な
ど
8
6
の
郡
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
で

も
多
く
が
北
海
道
の
総
合
振
興
局
や
郡
の
境
の
も
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

２
、
蝦
夷
地
の
踏
査

　
　
　
　

   

～
蝦
夷
地
の
紀
行
文
と
地
図
～

　

弘
化
２
（
1
8
4
5
）
年
か
ら
嘉
永
２
（
1
8
4
9
）
年
に
か

け
て
東
西
蝦
夷
地
や
樺
太
、
国
後
島
・
択
捉
島
を
調
査
し
た
結
果

は
、
嘉
永
３
（
1
8
5
0
）
年
に
『
初
航
蝦
夷
日
誌
』『
再
航
蝦

夷
日
誌
』『
三
航
蝦
夷
日
誌
』
計
3
5
巻
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

安
政
３
（
1
8
5
6
）
年
か
ら
安
政
５
（
1
8
5
8
）
年
の
幕
府

雇
い
と
し
て
の
踏
査
の
結
果
は
、『
武
四
郎
廻
浦
日
記
』
3
0
巻
、

『
丁
巳
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
日
記
』
2
4
巻
、『
戊
午
東
西
蝦

夷
山
川
地
理
取
調
日
記
』
6
1
巻
に
ま
と
め
ら
れ
、
幕
府
の
箱
館
奉

作
成　

し
ょ
こ
つ
が
わ
連
携
研
究
会　

行
所
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

『
志
与
古
津
日
誌
』
は
こ
の

『
戊
午
日
記
』
の
一
部
で
す
。

　

ま
た
、
全
６
回
の
踏
査

に
基
づ
い
て
作
製
さ
れ
た

代
表
的
な
地
図
に
は
、『
三

航
蝦
夷
全
図
』、『
東
西
蝦

夷
山
川
地
理
取
調
図
』
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
紀
行
文
と
地

図
は
、
そ
の
内
容
の
詳
し

さ
と
量
に
お
い
て
、
そ
れ

ま
で
の
も
の
と
比
べ
、
群

を
抜
い
て
お
り
、
蝦
夷
地

内
陸
部
の
全
体
像
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。

渡島国

後志国

石狩国

天塩国

北見国

胆振国

日高国

十勝国

釧路国

根室国

千島国


